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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲生家の門口に建てられた小平浪平生誕地の碑

　

都
賀
町
の
中
心
を
走
っ
て

い
る
県
道
宇
都
宮
亀
和
田
栃

木
線
（
例
幣
使
街
道
）
沿
い

の
合
戦
場
郵
便
局
前
。
枝
ぶ

り
の
い
い
赤
松
の
あ
る
民
家

の
門
口
に
「
小お
だ
い
ら平
浪な
み
へ
い平
生
誕

地
」
と
書
か
れ
た
白
御
影
石

の
碑
が
あ
る
。
小
平
浪
平
氏

は
日
立
製
作
所
の
創
業
者
で

あ
り
、
碑
文
は
久
原
財
閥
の

総
帥
で
政
治
家
で
も
あ
っ
た

久く
は
ら原
房ふ
さ
の
す
け

之
助
氏
に
よ
る
。

　

裏
面
に
は
「
日
立
を
つ
く

り　

日
本
人
の
秀
で
た
民
族

で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
示
し

た
」
と
小
平
氏
の
功
績
を
讃

え
る
文
。
小
平
氏
は
明
治
７

年
に
下
都
賀
郡
家
中
村
合
戦

場
（
現
栃
木
市
都
賀
町
）
で

生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
電

　
　

   

日
立
製
作
所
の
創
業
者

国
産
１
号
機
モ
ー
タ
ー
開
発

気
科
で
学
ぶ
。
電
気
会
社
勤

務
な
ど
を
経
て
、
明
治
39
年

に
久
原
房
之
助
氏
に
招
か

れ
、
久
原
鉱
業
所
日
立
鉱
山

へ
。
国
産
１
号
機

の
モ
ー
タ
ー
な
ど

を
開
発
、
明
治
43

（
１
９
１
０
）
年
に

独
立
し
て
鉱
山
近
く
に
日
立

製
作
所
を
造
っ
た
。
日
立
は

「
技
術
を
通
し
て
社
会
に
貢
献

す
る
」
と
い
う
創
業
理
念
の

も
と
に
大
企
業
に
成
長
し
た
。

　

栃
木
工
場
（
現
日
立
ア
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
栃
木
事
業
所
）

も
小
平
氏
と
の
関
係
で
で
き

た
。「
日
立
栃
木
五
十
年
史
」

に
は
、
戦
時
中
、
栃
木
市
の

高
橋
延
寿
市
長
が
誘
致
を
申

し
出
て
、
日
立
側
も
創
業
社

長
の
出
身
地
に
配
慮
、
実
現

し
た
と
あ
る
。
戦
後
、
冷
蔵

庫
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
家
電
の

主
力
工
場
に
、
そ
し
て
旧
大

平
町
、
現
在
の
栃
木
市
の
顔

と
な
る
が
、
そ
の
起
点
は
こ

こ
に
あ
っ
た
。

ル
ゼ
ン
エ

平成 25年３月生まれの赤ちゃん

岩
いわもと

本　亮
りょうご

悟ちゃん

川
かわぐち

口　幹
か ん た

太ちゃん

齋
さいとう

藤　公
こうすけ

佑ちゃん

長
な が え

江　優
ゆ い

衣ちゃん

秋
あきやま

山　直
な お や

哉ちゃん

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・

電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所

秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）

　

平
成
25
年
5
月
生
ま
れ　

３
月
20
日
（
木
）

　

平
成
25
年
６
月
生
ま
れ　

4
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
当
日
必
着
）

佐
さ さ き

々木　悠
ゆ う

羽ちゃん

高
たかはし

橋　昊
こ う た

大ちゃん

中
なかむら

村　美
み れ い

怜ちゃん

◆
日
時　

３
月
９
日
（
日
）
９

時
～
14
時

◆
場
所　

下
野
国
庁
跡
・
農
村

広
場
（
田
村
町
地
内
）

◆
内
容　

国
の
指
定
文
化
財

「
下
野
国
庁
跡
」
と
農
村
広
場

を
会
場
に「
下
野
国
庁
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
の
発
表
・
農
産
物

の
直
売
等
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
主
催　

下
野
国
庁
ま
つ
り
実

行
委
員
会

《
出
演
予
定
》

▽
国
庁
太
鼓
（
国
府
南
小
）
▽

国
府
北
ソ
ー
ラ
ン（
国
府
北
小
）

▽
太
鼓
演
奏
（
お
お
つ
か
保
育

園
）
▽
太
々
神
楽
（
大
神
神
社

神
楽
保
存
会
）▽
お
は
や
し（
岩

舟
町
駒
若
連
）
他

《
出
店
予
定
》

▽
手
づ
く
り
料
理
販
売
▽
農
産

物
直
売
▽
バ
ザ
ー
（
日
用
雑
貨

品
等
）

《
そ
の
他
》

▽
抽
選
会
（
豪
華
賞
品
多
数
。

抽
選
券
は
、当
日
会
場
で
配
布
）

※
駐
車
場　

下
野
国
庁
跡
南
側

駐
車
場

◆
問
合
先　

 

文
化
課
☎
21

‐
２
４
９
５

国
府
公
民
館
☎
27
‐
３
０
０
２

市
の
重
要
事
業
を
国
へ
要
望

ピンクのパトロール・イベントカー＆児童用傘

ご寄付ありがとうございます

☆トヨタクラウン　特別仕様車
　　　アスリートＧ（ピンククラウン）　　 １台
☆児童用傘　　　　　　　　　　　 　　2,600 本

▲麻生副総理兼財務大臣兼
金融担当大臣（写真㊧）と鈴木市長

　中村和男様（栃木市都賀町在住、有
料老人ホームにこにこ川原田倶楽部代
表取締役）から、新庁舎の完成と岩舟
町との合併により、新生栃木市が益々
活力ある市になればとの思いを込め、
児童・生徒の防犯パトロールや市役所
各種イベントに役立てるための車両
と、これからの栃木市を担う小学校新
入学児童へのお祝いと登下校の安全へ
の思いを込めた児童用傘の寄贈があり
ました。
　大変ありがとうございました。

 教育総務課 ☎ 21 ‐ 2712

▶
中
村
氏
（
写
真
㊧
）
か
ら
ピ
ン
ク

ク
ラ
ウ
ン
の
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
受
け

取
る
鈴
木
市
長

　

第
14
回
下
野
国
庁
ま
つ
り

　
　
　

～
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

　

１
月
14
日
、国
の
補
正
予
算
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、

国
土
交
通
省
、
文
部
科
学
省
、
総
務
省
な
ど
国
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
案
件
は
、
都
賀
西
方
Ｐ
Ａ
へ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
整
備
支
援
、
栃
木
駅
前
に
予
定
さ
れ
て
い
る
栃
木

合
同
庁
舎
（
栃
木
税
務
署
・
栃
木
公
共
職
業
安
定
所
）

の
早
期
建
築
、
小
中
学
校
が
避
難
所
と
な
る
場
合
の

環
境
改
善
（
エ
ア
コ
ン
・
ト
イ
レ
）
支
援
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開
局
に
向
け
た
支
援
な
ど
で
す
。

　

い
ず
れ
も
今
後
の
栃
木
市
に
と
っ
て
重
要
な
事
業

で
あ
り
、
国
の
関
わ
り
が
必
須
と
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
支
援
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐
２
３
０
１


